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胴
着
と
し
て
の
形
状
(
写
真
|
図
版
I
E
・
挿
図
1
、
実
測
図
|
挿
図
3
参
照
)
か
ら
見
討
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
て
も
、
従
来
は
下
着
的
要
素
の
濃
い
遺
品
資
料
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
た
め
比
較
検
こ
こ
三
十
年
来
上
杉
謙
信
・
景
勝
所
用
鎧
下
着
類
(
上
杉
神
社
所
蔵
、
挿
図
|
本
稿
下
所
載
|
〉
、
徳
川
家
康
所
用
鎧
下
着
類
(
東
京
国
立
博
物
館
並
び
正面部分a 
(1)白麻地波文様胴着
左袖背面部分
挿図2
c 襟を開き釦かけを見せる
く1)白麻地波文様胴着
下前b 
に
徳
川
美
術
館
所
蔵
、
美
術
研
究
二
九
四
号
の
図
版
V
と
筆
者
論
文
並
び
に
そ
の
挿
図
u、
目
、
日
)
、
織
田
信
長
所
用
鎧
下
着
類
(
名
古
屋
城
所
蔵
、
美
術
研
究
二
九
四
号
筆
者
論
文
並
び
に
そ
の
挿
図
目
、
げ
て
徳
川
頼
宣
所
挿図 1
用
鎧
下
着
類
(
紀
州
東
照
宮
蔵
、
挿
図
l
本
稿
下
所
載
l
)
、
筆
者
の
調
査
で
、
新
た
に
発
見
調
査
し
た
も
ろ
と
な
り
、
そ
れ
ら
と
比
較
検
討
す
る
と
こ
の
の
も
二
十
領
を
越
す
と
こ
胴
着
の
形
状
は
江
戸
初
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
輪
王
寺
の
舞
楽
装
束
と
同
時
代
寛
永
十
三
年
の
頃
と
認
め
て
誤
り
な
い
。
(
染
色
〉
生
地
は
白
の
上
布
、
即
ち
上
質
の
苧
麻
布
で
あ
る
。
上
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
そ
の
用
布
を
先
ず
裁
断
し
て
仮
仕
立
て
を
し
、
縫
目
を
渡
っ
て
一
つ
の
絵
模
様
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
模
様
の
下
絵
を
つ
け
、
そ
れ
を
解
い
て
染
色
し
、
染
め
上
っ
た
も
の
を
絵
柄
を
合
わ
せ
て
仕
立
て
上
げ
る
絵
羽
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
染
色
は
そ
の
順
序
で
行
わ
れ
て
い
る
。
藍
の
浸
染
で
あ
る
か
ら
、
模
様
の
白
場
、
即
ち
こ
の
場
合
は
地
の
白
と
流
水
の
線
や
波
頭
の
藍
地
の
中
の
白
い
輪
郭
線
、
三
つ
葉
葵
紋
の
白
場
(
図
版
I
、
E
、
挿
図
1
・
2
照
合
〉
に
両
面
か
ら
防
染
の
た
め
の
糊
置
き
を
し
、
藍
に
浸
染
し
た
染
色
で
あ
る
。
三
つ
葉
葵
紋
は
型
紙
使
用
、
流
水
に
波
頭
の
模
様
は
下
絵
に
従
つ
て
の
フ
リ
l
ハ
ン
ド
の
表
裏
両
面
か
ら
の
糊
置
防
染
で
あ
る
。
伸
び
や
か
な
波
頭
の
図
様
が
、
両
面
糊
置
、
浸
染
と
い
っ
た
染
色
技
法
と
し
て
は
容
易
で
は
な
い
染
法
で
、
意
図
し
た
図
柄
を
極
め
て
よ
く
表
現
し
て
あ
り
、
下
絵
と
染
の
双
方
の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。(
形
状
・
仕
立
〉
各
々
の
法
量
は
表
と
実
測
図
(
挿
図
3
〉
照
合
。
各
部
所
の
縫
製
等
、
実
測
図
に
も
或
程
度
示
し
た
が
、
記
入
し
き
れ
な
い
分
等
は
図
示
の
説
明
に
よ
ら
ず
理
解
の
困
難
が
伴
う
か
と
も
想
わ
れ
る
が
、
出
来
る
限
り
平
易
な
判
り
や
す
い
説
明
を
心
懸
け
る
の
で
容
赦
願
い
た
い
。
袖
ー
袖
口
は
一
一
一
つ
折
ぐ
け
。
袖
附
側
は
耳
で
、
縫
代
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
一
度
縫
、
針
目
挿
図
3
川
白
麻
地
波
文
様
胴
着
実
測
図
35.5-ー一一『
寺L長さ7.5
m山から3.5下
ったところ I~ 
(帰図lc照合)
189 
美
研
四
号
術
究
第
(
縫
目
)
も
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
。
背
縫
l
一
本
だ
け
(
一
度
縫
い
〉
の
平
縫
(
単
衣
物
の
背
縫
は
二
本
平
縫
を
し
て
強
度
を
は
か
る
場
合
が
多
い
。
)
で、
針
目
(
縫
目
)
は
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
。
背
縫
代
も
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
。
背
縫
の
折
り
被
せ
は
今
日
で
い
う
正
常
(
美
術
研
究
二
二
八
号
二
O
頁
拙
稿
の
「
挿
図
3
」
の
オ
モ
テ
参
照
〉
。
両
脇
縫
|
縫
代
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
平
縫
の
一
度
縫
い
。
針
目
も
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
。
任
附
|
妊
附
は
袋
縫
、
針
目
は
0
・
四
セ
ン
チ
前
後
。
襟
及
び
襟
附
l
襟
の
形
状
は
挿
図
3
の
背
面
図
下
方
の
向
っ
て
左
側
図
照
合
、
図
版
I
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
黄
土
色
地
に
魚
、
貝
、
水
藻
、
雲
文
等
の
文
様
が
金
・
銀
糸
も
入
っ
た
色
糸
で
織
り
出
さ
れ
て
い
る
嬬
珍
裂
で
附
け
ら
れ
て
い
る
。
上
前
と
下
前
の
妊
の
襟
首
側
に
つ
け
ら
あ
ん
だ
う
ち
れ
て
い
る
組
紐
は
安
田
打
で
、
襟
と
同
色
の
黄
土
色
地
に
撚
金
糸
が
棒
文
様
状
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
組
紐
は
二
セ
ン
チ
幅
で
、
半
分
に
折
り
曲
げ
ら
れ
、
襟
首
囲
り
の
妊
部
分
を
巻
き
込
む
よ
う
に
く
る
ん
で
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
先
に
上
前
に
は
一
セ
ン
チ
出
た
と
こ
ろ
に
紫
の
安
田
打
紐
で
く
る
ん
だ
釦
が
つ
い
て
お
り
、
下
前
に
は
上
前
同
様
に
一
・
四
セ
ン
チ
ば
か
り
張
り
出
た
白
絹
糸
の
撚
紐
の
先
端
に
白
平
絹
の
く
る
み
釦
が
つ
い
て
い
る
。
上
前
は
、
肩
山
に
近
い
襟
首
か
ら
縫
い
つ
け
、
下
げ
ら
れ
た
紫
、
蔚
黄
、
撚
金
糸
を
三
つ
組
に
し
ち
た
組
紐
の
乳
に
掛
け
て
と
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
下
前
は
、
下
前
妊
の
先
端
に
つ
け
ら
れ
た
白
平
絹
釦
と
共
裂
の
白
平
絹
乳
(
中
に
綿
が
入
れ
て
あ
り
釦
を
受
け
る
乳
と
し
て
安
定
が
よ
い
ょ
う
細
心
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
〉
が
、
上
前
の
乳
の
位
置
と
対
称
的
な
位
置
に
、
但
し
下
前
の
妊
の
端
に
つ
い
た
釦
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
胴
着
の
裏
側
に
縫
い
つ
け
下
げ
ら
れ
て
い
る
(
以
上
、
図
版
I
の
襟
首
囲
り
部
分
、
挿
図
1
b
・
c
照合)。
裾
l
一
一
一
つ
折
ぐ
け
で
、
く
け
目
は
0
・
四
J
0
・
五
セ
ン
チ
。
紐
・
紐
附
l
紐
は
全
長
二
二
七
セ
ン
チ
で
右
身
側
に
一
一
四
セ
ン
チ
、
左
身
側
に
一
一
三
セ
ン
チ
背
縫
の
襟
附
か
ら
三
九
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
紐
の
上
端
(
H
わ
H
に
な
っ
て
い
る
)
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
紐
幅
は
三
・
八
セ
ン
チ
で
、
縫
目
が
下
。
紐
附
は
背
縫
の
上
に
紐
を
置
い
た
形
で
、
背
縫
の
縫
目
の
上
の
H
き
せ
μ
分
の
と
こ
ろ
に
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
針
目
で
一
筋
縫
い
つ
け
て
あ
る
だ
け
、
至
極
簡
単
な
附
け
方
で
あ
る
。
縫
糸
は
、
白
の
S
撚
絹
糸
で
あ
る
。
縫
目
(
針
目
)
は
平
縫
が
0
・
三
セ
ン
チ
前
後
、
四
け
目
が
0
・
五
i
0
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
190 
(
布
幅
・
地
合
・
地
質
・
重
量
〉
用
布
の
幅
は
三
七
セ
ン
チ
前
後
で
、
こ
の
上
布
の
地
質
は
相
当
に
上
質
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
縦
糸
が
二
八
本
前
後
、
緯
糸
が
三
四
越
前
後
で
あ
る
。
附
紐
の
上
布
は
、
糸
の
質
が
さ
t
A
く
れ
た
感
じ
で
、
痩
せ
て
も
お
り
光
沢
も
張
り
も
欠
乏
し
て
い
る
。
上
質
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
身
と
は
別
の
裂
地
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
縦
糸
が
二
四
本
前
後
、
緯
糸
が
二
O
越
前
後
で
あ
る
。
(
襟
裂
〉
黄
土
色
地
に
、
魚
貝
雲
文
文
様
金
銀
糸
入
り
嬬
珍
裂
、
地
は
縦
の
五
枚
嬬
子
地
で
、
経
糸
、
緯
糸
共
に
黄
土
色
。
地
合
は
、
密
度
が
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
一
O
O本
前
後
、
緯
糸
は
二
五
越
前
後
。
絵
緯
は
、
薄
白
茶
、
空
色
、
緑
、
黄
色
、
薄
萌
黄
、
蔚
黄
、
金
箔
糸
、
註
4
れ
て
お
り
、
文
丈
は
不
詳
〈
但
し
二
四
セ
ン
チ
以
上
)
、
実
間
幅
は
一
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
銀
箔
糸
が
使
用
さ
(
重
量
〉
二
四
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
(2) 
一
つ
葉
葵
文
様
藍
型
染
胴
着
徳
川
家
の
紋
所
の
一
ニ
ハ
ノ
葉
葵
紋
が
、
四
方
連
続
文
様
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
藍
染
の
胴
着
で
、
比
較
的
部
厚
に
綿
が
入
っ
た
仕
立
で
あ
る
。
型
紙
使
用
糊
置
防
染
で
文
様
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
藍
染
。
わ
が
国
で
は
近
世
初
期
以
降
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
う
い
っ
た
型
紙
使
用
の
四
方
連
続
文
様
を
、
麻
地
や
絹
地
、
木
綿
地
に
実
に
見
事
に
施
し
て
衣
料
等
に
た
く
ま
ざ
る
多
種
多
様
な
文
様
を
つ
け
て
来
て
い
る
。
そ
の
文
様
の
形
、
単
位
、
組
合
わ
せ
の
巧
み
さ
、
展
開
の
見
事
さ
、
更
に
、
衣
料
と
し
て
の
目
的
に
程
よ
く
適
合
し
て
文
様
自
体
に
裂
地
と
の
一
体
感
を
持
た
せ
て
い
る
な
ど
、
多
種
に
亘
る
文
様
が
作
ら
れ
て
い
る
に
も
か
斗
わ
ら
ず
そ
れ
ら
が
大
て
い
の
場
合
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
条
件
を
具
え
て
い
て
、
型
染
の
特
性
を
充
分
に
活
か
し
た
優
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
驚
異
に
値
す
る
。
わ
が
国
の
そ
う
い
っ
た
衣
料
用
型
染
文
様
の
特
性
を
、
型
染
衣
料
と
し
て
は
わ
が
国
の
遺
品
資
料
中
、
比
較
的
古
い
時
代
に
属
す
る
こ
の
胴
着
は
、
更
に
三
つ
葉
葵
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
す
る
と
い
っ
た
、
連
続
文
様
の
素
材
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
取
扱
い
が
容
易
で
は
な
い
も
の
を
連
続
文
様
の
繋
ぎ
と
し
て
、
便
化
し
た
菊
花
と
二
本
の
筋
を
組
み
合
わ
せ
る
手
段
を
と
っ
た
、
一
応
は
何
と
か
連
続
文
様
構
成
と
し
て
成
功
し
て
い
る
点
、
評
価
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
意
匠
上
の
幼
稚
さ
が
感
じ
ら
れ
る
点
か
ら
も
、
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
と
ほ
x
同
時
代
と
見
倣
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
胴
着
と
し
て
の
形
状
(
写
真
l
図
版
E
、
W
、
挿
図
4
a
、
5
、
実
測
図
|
挿
図
6
1参
照
〉
か
ら
見
て
も
、
ωの
単
衣
胴
着
と
ほ
工
同
時
代
と
看
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
染
色
)
ほ
こ
ろ
び
の
部
分
か
ら
数
ケ
所
観
察
し
た
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
生
地
は
白
の
平
絹
で
、
は
、
片
側
が
織
耳
で
あ
っ
て
も
そ
の
反
対
側
の
裂
端
は
裁
ち
目
で
、
何
処
に
も
両
耳
の
裂
で
あ
る
正面全図(襟を折って着装する時〉
上前裏面と下前の説明
a 
b 
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
上
部
分
は
見
つ
け
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
は
並
幅
の
裂
地
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
(
美
術
研
究
三
O
三
号
拙
稿
〉
や
日
光
東
照
宮
蔵
小
紋
胴
服
(
美
術
研
究
三
O
三
号
拙
稿
)
の
よ
う
な
外
来
裂
の
大
幅
の
平
絹
地
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。
従
っ
て
片
倉
家
伝
来
の
重
文
小
紋
胴
服
や
日
光
東
照
宮
伝
来
の
重
文
小
紋
胴
服
と
同
様
に
、
外
来
裂
の
大
幅
の
裂
を
幅
の
広
い
板
の
上
に
型
付
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
美
術
研
究
三
三
二
号
拙
稿
二
四
頁
参
照
)
。
型
紙
の
大
き
さ
は
、
幅
は
0
・
七
セ
ン
チ
(
曲
尺
で
三
寸
五
分
)
と
な
る
。
そ
の
型
紙
で
、
「
大
幅
の
裂
幅
一
杯
」
以
上
で
、
型
紙
の
長
さ
は
文
様
部
分
が
一
片
倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
(
美
術
研
究
三
O
三
号
二
、
一
二
頁
の
型
付
照
合
〉
や
日
光
東
照
宮
小
紋
胴
服
(
美
術
研
究
三
O
三
号
一
五
、
二
ハ
頁
)
と
同
様
の
型
付
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
(
美
術
研
究
三
三
二
号
二
四
頁
)
。
即
ち
、
型
紙
は
、
幅
尺
で
三
寸
五
分
〉
、
が
文
様
部
分
の
幅
が
四
二
セ
ン
チ
以
上
で
、
通
常
の
も
の
よ
長
さ
は
文
様
部
分
の
長
さ
が
一
0
・
七
セ
ン
チ
(
曲
型
付
を
す
る
時
に
裂
地
を
伸
ば
し
張
り
付
け
る
長
い
板
も
、
り
幅
が
広
く
、
少
く
と
も
五
0
セ
ン
チ
前
後
は
幅
の
あ
る
広
い
幅
の
長
板
が
準
備
さ
れ
、
型
付
は
幅
一
杯
を
一
手
間
の
型
送
り
を
し
て
進
行
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
防
染
の
糊
置
は
片
面
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
胴
着
の
ほ
こ
ろ
び
の
個
所
か
ら
裏
面
が
観
察
さ
れ
判
明
。
糊
が
乾
い
た
後
、
藍
に
浸
染
さ
れ
て
い
る
。
水
洗
し
、
仕
上
げ
、
文
様
部
分
が
表
側
は
明
瞭
に
、
裏
面
は
藍
が
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
不
明
瞭
に
出
て
い
る
。
(
形
状
・
仕
立
〉
c 正面前合わせ釦説明
挿図4 (2)三つ葉葵文様藍型染胴着
各
々
の
法
量
は
表
の
ωと
実
測
図
(
挿
図
6
)
照
合
。
各
部
所
の
縫
製
等
、
実
測
図
に
も
或
程
度
示
し
た
が
、
記
入
し
き
れ
な
い
部
等
は
図
示
説
明
に
よ
ら
な
い
が
、
可
能
な
限
り
平
明
に
理
解
が
容
易
な
よ
う
に
努
め
る
。
こ
の
胴
着
は
、
綿
入
れ
の
仕
立
で
、
先
ず
、
表
裂
の
縫
い
合
わ
せ
、
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
た
上
で
、
表
と
一
畏
の
裾
の
縫
い
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
と
思
う
。
表
裂
の
裏
面
全
体
に
綿
を
置
き
、
そ
の
上
に
裏
裂
側
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
置
妊
の
端
等
、
表
に
返
し
た
時
の
状
態
を
想
定
し
て
表
裏
の
釣
合
を
加
減
し
な
が
ら
裏
の
い
て
、
要
所
を
仮
綴
じ
、
裾
、
袖
口
、
191 
五
美
研
術
究
第
ち
自
に
な
っ
て
い
る
。
四
号
釣
合
が
う
ま
く
と
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
し
背面
た
綿
入
れ
作
業
を
し
て
か
ら
表
に
返
え
し
、
中
入
綿
を
整
え
、
仕
上
げ
る
の
が
綿
入
仕
立
の
あ
(2)三つ葉葵文様藍型染胴着
ら
ま
し
だ
が
、
こ
の
綿
入
胴
着
の
場
合
、
南
蛮
風
な
形
態
が
採
用
し
て
あ
る
襟
付
や
前
合
わ
せ
等
に
は
、
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る。
背
縫
の
折
り
被
せ
は
、
表
も
裏
も
、
今
日
で
い
う
正
常
と
は
逆
(
美
術
研
究
二
二
八
号
二
O
頁
挿図 5
拙
稿
の
「
挿
図
3
」
参
照
〉
に
な
っ
て
い
る
。
背
縫
は
、
表
裂
も
裏
裂
も
織
耳
で
は
な
く
裁
花
鳥
唐
草
文
様
色
入
金
欄
の
別
襟
が
つ
け
て
あ
る
が
、
は
、
折
り
被
せ
が
身
頃
が
上
に
な
っ
て
お
り
、
せ
が
襟
が
上
に
な
っ
て
い
る
。
身
頃
の
表
側
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
襟
身
頃
の
裏
側
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
襟
は
、
折
り
被
即
ち
襟
付
の
折
り
被
せ
は
表
側
と
裏
側
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
襟
裂
が
身
頃
の
裂
地
よ
り
多
分
に
厚
味
が
あ
る
の
で
、
縫
い
合
わ
せ
の
縫
代
が
重
っ
前
身
頃
の
打
ち
合
わ
せ
は
上
前
、
て
部
厚
く
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
採
ら
れ
た
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
下
前
と
も
に
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
と
同
様
の
釦
と
乳
で
留
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
〈
挿
図
6
の
背
面
、
上
前
、
下
前
の
襟
首
囲
り
、
及
び
挿
図
1
の
上
前
、
下
前
の
前
合
わ
せ
の
襟
首
囲
り
の
妊
上
部
、
襟
首
囲
り
の
図
、
及
び
そ
れ
ら
二
領
の
写
真
図
版
、
写
真
挿
図
の
襟
首
囲
り
を
照
合
さ
れ
た
い
c
〉。
釦
に
繋
る
装
飾
組
紐
(
そ
の
部
分
の
補
強
も
兼
ね
て
い
る
)
と
上
目Ij
下
前
の
釦
を
留
め
る
乳
は
同
一
の
紫
に
撚
金
糸
入
り
安
田
打
紐
で
あ
る
(
図
版
E
、
上
前
に
は
0
・
四
ミ
リ
の
い
せ
込
み
w、
挿
図
4
a
、
4
c
、
4
b
y
打
合
わ
せ
の
妊
上
部
の
、
ハ
ゆ
る
み
)
が
入
れ
て
あ
り
、
着
装
し
た
時
の
上
前
の
落
着
き
具
合
を
考
慮
し
て
あ
る
。
そ
の
い
せ
装
飾
と
実
用
が
真
に
込
み
を
入
れ
て
、
よ
く
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
安
田
打
紐
を
二
つ
打
り
に
し
て
く
る
ん
で
あ
る
が
、
二
つ
折
り
に
し
て
く
る
ん
で
こ
の
安
田
打
紐
の
幅
は
約
二
セ
ン
チ
で
、
あ
る
の
で
、
見
た
目
の
縁
飾
り
幅
は
一
セ
ン
チ
弱
で
あ
る
。
釦
を
受
け
る
乳
は
、
上
前
釦
を
受
け
る
右
身
外
襟
肩
か
ら
下
げ
た
分
も
下
前
釦
を
受
け
る
左
身
内
側
か
ら
下
げ
た
分
も
(
挿
図
6
背
面
照
合
〉
、
こ
の
二
セ
ン
チ
幅
の
安
田
打
紐
を
二
つ
打
り
し
て
、
く
け
て
厚
い
一
本
の
紐
に
し
た
の
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
乳
に
は
め
る
釦
は
上
前
も
下
前
も
、
黒
に
近
い
濃
い
色
の
杉
綾
の
織
目
の
見
え
る
裂
で
包
ん
だ
く
る
み
釦
で
あ
る
。
そ
の
上
前
の
釦
を
包
ん
で
あ
る
の
は
、
紫
に
撚
金
糸
入
り
の
安
形
も
同
形
と
見
て
よ
い
。
紐
附
は
ωの
場
合
は
背
面
の
腰
の
位
置
に
簡
単
に
縫
い
附
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
は
挿
図
6
の
図
で
示
し
た
位
置
に
、
二
・
五
セ
ン
チ
幅
の
薄
く
綿
が
入
れ
て
あ
る
紐
が
上
前
下
前
に
縫
い
つ
け
ら
れ
、
下
前
に
つ
け
ら
れ
た
紐
は
左
身
頃
の
脇
に
紐
通
し
穴
ー
が
あ
け
で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
通
し
て
着
装
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
紐
幅
は
二
・
五
セ
ン
チ
で
、
紐
丈
は
上
前
紐
が
八
七
セ
ン
チ
、
下
前
紐
は
八
八
・
五
セ
ン
チ
、
紐
の
縫
目
は
双
方
と
も
下
に
な
っ
て
い
る
。
中
入
綿
は
真
綿
で
あ
る
。
縫
糸
は
、
白
の
S
撚
絹
糸
が
、
表
裂
と
表
裂
の
縫
い
合
わ
せ
と
、
表
裂
と
裏
裂
と
の
縫
い
合
わ
せ
に
用
い
て
あ
り
、
裏
裂
と
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
と
襟
裂
の
縫
い
糸
に
は
紺
S
撚
絹
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
縫
目
(
針
目
)
は
、
平
縫
が
0
・
三
J
0
・
四
セ
ン
チ
、
く
け
目
が
0
・
五
セ
ン
チ
前
後
-L... ノ、
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金入儒珍胴着損傷分と共にー包にされていた
縞ピロード襟
と
比
較
的
こ
ま
か
い
。
全体
(
裂
幅
、
地
合
・
地
質
・
襟
裂
・
重
量
)
a 
表
裂
も
裏
裂
も
、
背
縫
の
と
こ
ろ
は
織
耳
で
は
な
く
裁
ち
目
で
あ
る
こ
と
を
形
状
・
仕
立
の
項
で
述
べ
た
が
、
そ
の
双
方
の
裂
地
は
見
た
と
こ
ろ
も
同
種
の
裂
地
の
よ
う
で
、
片
方
は
型
紙
使
用
の
糊
置
防
染
の
藍
染
に
、
片
方
は
藍
の
無
地
染
と
し
て
表
裂
と
裏
裂
に
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。
羽
二
重
風
の
地
合
の
平
絹
で
、
経
糸
、
緯
糸
共
に
同
じ
位
の
太
さ
で
、
製
練
も
同
程
度
。
密
度
は
表
裂
・
裏
裂
共
に
、
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
五
O
本
前
後
、
緯
糸
が
四
八
越
前
後
で
あ
る
。
ハ
染
色
)
の
項
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
表
裂
と
裏
裂
は
、
白
生
地
に
は
恐
ら
く
同
じ
種
の
幅
の
広
い
、
少
く
と
も
四
二
セ
ン
チ
以
上
は
幅
が
あ
る
裂
地
が
用
い
ら
れ
た
と
想
わ
れ
る
。
挿図 8
襟
裂
は
全
長
五
七
セ
ン
チ
、
巾
二
五
セ
ン
チ
ハ
襟
巾
と
し
て
は
二
つ
打
に
し
て
あ
る
の
で
三
了
五
セ
ン
チ
)
の
一
枚
裂
で
出
来
変
り
網
目
文
地
に
牡
丹
と
尾
長
鳥
文
様
金
入
嬬
珍
で
、
文
丈
は
一
八
セ
ン
チ
前
後
、
実
間
幅
は
一
0
・
二
セ
ン
チ
、
地
合
は
経
の
五
枚
嬬
子
地
で
、
密
度
が
粗
く
、
地
は
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
牒
脂
色
が
か
っ
た
茶
色
Z
撚
の
糸
で
、
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
八
O
本
前
後
、
緯
た
襟
で
あ
る
。
糸
は
二
二
越
前
後
で
あ
る
。
絵
緯
の
平
金
糸
は
上
質
と
は
い
斗
難
く
、
一
セ
ン
チ
聞
に
一
二
本
前
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
上
b 部分
挿図7 金入儒珍胴着損傷時
後
入
っ
て
い
る
。
金
糸
以
外
の
絵
緯
は
、
蔚
黄
、
薄
白
茶
、
樺
色
、
薄
青
、
青
の
五
色
。
牡
丹
の
花
の
長
径
が
六
セ
ン
チ
、
短
径
が
三
・
二
セ
ン
チ
、
尾
長
鳥
の
長
さ
が
約
六
セ
ン
チ
。
こ
の
襟
裂
は
裂
の
経
方
向
に
二
つ
折
り
し
て
、
ゎ
そ
の
輸
の
と
こ
ろ
を
襟
の
外
側
に
、
二
枚
の
方
を
襟
首
囲
り
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
襟
の
縫
い
糸
に
は
紺
S
撚
絹
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
胴
着
の
重
量
は
六
0
0グ
ラ
ム
弱
。
(3) 
金
入
嬬
珍
胴
着
こ
の
胴
着
は
、
表
裂
の
地
組
織
の
経
糸
が
こ
げ
茶
色
で
、
鉄
媒
染
で
あ
っ
た
た
め
、
糸
の
朽
損
が
甚
だ
し
く
、
写
真
(
図
版
V
、
挿
図
7
a
、
b
〉
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
の
経
糸
が
朽
ち
て
粉
状
と
な
っ
て
四
散
し
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
挿
図
7
b
の
右
挿
図
9
同
金
入
縞
珍
胴
着
実
測
図
~ l~虫どめ
経過し穴
虫どめ
f安1fず¥
絡の1畑中失'1"ゎ・ 4ミミヒ38_ーI~-~一一三二
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七
美
四
号
術
研
第
究
下
方
の
紐
の
縫
附
部
分
の
よ
う
に
、
朽
損
し
て
い
て
も
摩
擦
の
悪
条
件
が
少
か
っ
た
個
所
は
、
触
れ
ふ
ば
粉
々
に
な
る
の
だ
が
、
幸
い
好
条
件
下
に
あ
っ
た
為
に
、
文
様
も
組
織
も
見
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
状
態
に
あ
る
。
朽
損
が
こ
の
よ
う
に
ひ
ど
い
も
、jAv
n
-
a
v
ミ、
σ-
式
カ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
文
様
や
地
組
織
が
判
明
で
き
る
部
分
が
残
さ
れ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
輪
王
寺
で
は
こ
の
胴
着
を
何
時
ご
ろ
か
ら
薄
紙
に
包
み
込
ん
で
い
た
の
か
不
詳
だ
が
、
滅
多
に
包
を
開
く
こ
と
な
し
に
今
日
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
表
裂
は
朽
損
が
著
し
い
が
、
裏
の
紅
平
絹
は
、
紅
染
の
槌
色
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
地
質
に
は
損
傷
が
全
く
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
包
の
中
に
平
銀
糸
入
り
濃
茶
・
黄
土
色
縦
縞
ビ
ロ
ー
ド
襟
(
挿
図
8
〉
が
入
っ
て
お
り
、
表
裂
朽
損
胴
着
の
襟
首
囲
り
の
寸
法
に
合
う
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
胴
着
の
襟
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
共
立
女
子
大
の
研
究
室
で
、
こ
の
胴
着
の
形
が
整
え
ら
れ
た
上
で
の
考
察
で
は
、
こ
の
胴
着
に
は
共
襟
の
附
い
て
い
た
形
跡
が
明
ら
か
で
、
そ
の
襟
は
幅
の
狭
い
立
襟
で
あ
っ
た
の
か
、
緯
糸
の
白
い
総
状
に
な
っ
た
も
の
が
襟
首
囲
り
に
廻
っ
て
つ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
こ
の
縞
ビ
ロ
ー
ド
の
襟
は
こ
の
胴
着
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
襟
で
は
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
金
入
繕
珍
胴
着
は
、
筆
者
が
輪
王
寺
か
ら
預
っ
て
来
て
、
一
通
り
調
査
を
し
た
後
、
共
立
女
子
大
家
政
学
部
被
服
学
教
室
で
栗
原
弘
子
教
授
、
河
村
ま
ち
子
助
教
授
ら
の
手
に
よ
っ
て
形
が
整
え
ら
れ
る
修
理
が
行
わ
れ
た
(
図
版
V
は
、
地
の
経
糸
が
朽
損
し
た
た
め
に
緯
糸
だ
け
が
浮
い
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
細
い
白
絹
糸
で
押
え
と
め
て
整
え
、
裏
裂
の
形
状
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
、
そ
う
し
た
修
復
後
の
部
分
写
真
で
あ
る
。
〉
が
、
こ
の
修
復
時
に
種
々
と
新
し
い
知
見
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
修
復
に
1¥ 
よ
っ
て
当
初
の
形
状
も
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
挿
図
9
と
し
て
そ
の
実
測
図
を
194 
示
し
、
図
版
V
の
修
復
後
の
部
分
写
真
と
合
わ
せ
当
初
の
形
姿
を
示
し
た
。
挿
図
7
a
は
、
伝
来
の
ま
ふ
手
っ
か
ず
の
折
の
写
真
。
挿
図
7
b
は
そ
の
部
分
写
真
で
、
判
明
し
た
個
所
の
説
明
を
記
入
し
た
。
そ
の
説
明
図
か
ら
挿
図
9
の
胴
着
と
し
て
の
何
処
の
部
分
か
当
っ
て
、
そ
の
位
置
等
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
表
裂
〉
当
初
の
姿
を
残
し
て
い
る
部
分
は
幾
ケ
所
も
な
い
。
茶
地
紗
綾
形
そ
の
小
花
文
は
八
弁
花
で
、
花
の
径
は
一
・
五
セ
ン
チ
、
タ
テ
径
は
一
・
三
セ
ン
チ
、
紗
綾
形
は
白
(
黄
白
色
)
で
、
日
の
交
叉
す
る
部
分
の
直
線
の
長
さ
が
0
・
七
ミ
リ
、
紗
綾
形
の
基
本
形
は
長
さ
が
二
セ
ン
チ
、
文
丈
は
四
セ
ン
チ
、
実
間
幅
は
八
セ
ン
チ
で
鉄
媒
染
の
朽
損
が
著
し
く
、
に
平
金
糸
で
表
出
の
小
花
文
、
あ
る
。地
は
経
の
七
枚
嬬
子
で
、
経
糸
は
濃
茶
、
緯
糸
は
白
(
黄
白
色
〉
。
地
合
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
九
O
本
前
後
、
緯
糸
は
四
五
越
前
後
。
絵
緯
は
、
紅
、
平
金
糸
、
蔚
寅
、
金
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
O
本
入
り
、
こ
の
金
は
光
沢
が
美
し
く
相
当
に
良
質
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
総
合
的
に
見
て
、
朽
損
が
惜
し
ま
れ
る
上
質
の
嬬
珍
で
あ
る
。
ハ
裏
裂
)
紅
平
絹
で
後
染
。
八
越
前
後
。
地
合
は
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
五
O
越
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
三
(
襟
首
ど
め
の
乳
、
釦
等
〉
前
合
わ
せ
の
襟
首
回
り
の
妊
上
部
、
釦
に
繋
る
装
飾
組
紐
(
そ
の
部
分
の
補
強
も
兼
ね
て
い
る
〉
と
、
上
前
、
下
前
の
釦
を
留
め
る
乳
は
同
一
の
組
紐
で
、
萌
黄
色
に
撚
金
糸
入
り
の
安
田
打
紐
で
こ
の
撚
金
糸
の
金
は
、
光
沢
が
よ
く
、
金
糸
の
芯
に
な
っ
て
い
る
絹
糸
が
あ
る
(
挿
図
7
b
)
。
註
5
紅
染
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
輝
く
金
の
色
が
格
調
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
註
1
・2
日
光
山
輪
王
寺
に
は
、
寛
永
一
三
年
四
月
一
七
日
の
一
二
回
神
忌
に
舞
楽
が
あ
っ
た
史
料
(
1
)
が
あ
り
、
こ
の
た
め
舞
楽
装
束
一
式
が
調
製
さ
れ
た
(
E
V
(
I
)
「
東
照
大
権
現
二
十
一
回
御
忌
記
」
中
に
左
の
記
録
が
あ
る
。
O
祭
礼
舞
楽
之
次
第
(
四
月
十
七
日
条
〉
神
輿
臨
幸
慶
雲
楽
於
御
旅
所
東
遊
狛
近
正
同
近
穏
同
近
音
藤
原
葛
言
蘇
利
古
大
秦
兼
長
同
広
有
同
広
重
岡
兼
護
O
御
経
供
養
左
右
舞
楽
之
次
第
井
役
者
交
名
(
四
月
十
八
日
条
〉
昨
宵
於
神
前
有
試
楽
奏
ニ
陵
王
納
蘇
利
音
戸
-
今
朝
寅
ノ
一
点
供
ニ
楽
音
一
神
前
乱
声
三
節
次
参
向
慶
雲
楽
一
曲
左
鶏
婁
伯
友
安
右
壱
鼓
太
秦
兼
長
(
後
略
)
(
E
)
「
長
持
箱
書
」
輪
王
寺
舞
楽
装
束
は
現
在
こ
の
当
初
の
七
個
の
長
持
と
新
調
の
木
箱
、
他
の
箱
の
転
用
し
た
も
の
等
二
十
二
個
の
箱
他
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
箱
書
と
内
容
と
は
今
で
は
対
応
し
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
寛
永
十
三
丙
子
年
四
月
吉
田
と
記
さ
れ
て
い
る
長
持
と
そ
の
納
入
舞
楽
装
束
の
名
称
と
は
当
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
伝
来
の
も
と
に
今
日
あ
る
そ
れ
ら
舞
楽
装
束
の
数
々
が
染
織
史
、
服
飾
史
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
寛
永
十
三
年
当
時
の
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
。
3
修
理
の
場
合
も
復
元
模
造
の
場
合
も
、
「
経
費
は
一
切
、
各
自
が
分
担
し
て
い
る
仕
事
に
か
か
る
費
用
は
各
自
が
持
つ
」
と
い
う
方
法
で
行
っ
た
。
各
自
が
受
持
つ
仕
事
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
、
そ
の
仕
事
が
各
自
に
と
っ
て
大
層
な
勉
強
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
費
用
は
持
っ
て
当
然
と
い
う
理
。
今
回
の
費
用
分
担
は
次
の
よ
う
に
し
た
。
〈
修
理
・
調
査
〉
l
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室
は
、
表
裂
が
朽
損
し
て
形
を
成
さ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
「
金
入
嬬
珍
胴
着
」
の
形
成
修
理
を
行
っ
た
が
、
そ
の
費
用
の
一
切
。
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
神
谷
栄
子
は
、
修
理
完
成
し
た
胴
着
や
調
査
対
象
の
胴
着
二
領
の
4
×
5
写
真
撮
影
費
・
ス
ラ
イ
ド
撮
影
費
・
各
伸
し
写
真
費
用
、
各
所
へ
の
連
絡
通
信
費
等
一
切
。
〈
復
元
模
造
〉
l
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
研
究
室
と
松
原
中
形
藍
染
工
一
房
は
、
型
紙
作
成
と
、
藍
染
に
関
す
る
費
用
一
切
の
費
用
を
分
担
し
た
。
東
文
研
の
神
谷
は
修
理
の
時
同
様
。
4
こ
の
襟
裂
に
は
、
裂
地
の
横
ぎ
れ
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
文
丈
は
襟
幅
の
倍
の
寸
法
二
四
セ
ン
チ
内
に
納
ま
ら
な
い
長
き
で
あ
る
た
め
、
不
詳
で
、
二
四
セ
ン
チ
以
上
と
な
る
。
5
撚
金
糸
の
芯
に
な
っ
て
い
る
糸
は
通
常
、
白
や
薄
白
茶
の
よ
う
な
自
然
色
の
が
物
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の
輪
王
寺
蔵
の
胴
着
の
場
合
も
ω白
麻
地
波
文
様
胴
着
の
上
前
襟
の
釦
を
受
け
る
乳
の
三
つ
組
紐
の
一
色
で
あ
る
撚
金
糸
の
芯
糸
は
白
の
絹
糸
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
。
ま
た
ω三
つ
葉
葵
文
様
藍
型
染
胴
着
の
襟
肯
回
り
等
に
物
い
ら
れ
て
い
る
紫
に
撚
金
糸
入
り
安
田
打
紐
の
撚
金
糸
は
芯
糸
は
薄
白
茶
色
の
絹
糸
(
精
練
し
な
い
生
糸
カ
〉
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
撚
金
糸
の
芯
で
紅
染
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
紀
州
東
照
宮
蔵
品
の
茶
査
口
一
震
に
使
用
さ
れ
て
い
る
H
金
華
山
裂
H
の
撚
金
糸
の
み
で
あ
る
。
そ
の
撚
金
糸
の
芯
糸
が
紅
染
で
あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
驚
か
れ
た
の
は
米
沢
の
紅
花
研
究
家
鈴
木
孝
男
氏
で
あ
っ
た
。
還
幸
還
城
楽
同
兼
元
195 
日
光
山
輪
王
寺
伝
来
胴
着
三
領
並
び
に
そ
れ
ら
の
修
理
及
び
復
元
模
造
に
つ
い
て
上
九
